
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)57 173-174(2004)

オ ウ トウ苗木に対す るベ ンジルア ミノプリン液剤の副梢発生促進効果

―第 1報 処理濃度 と品種間差異 ―
工藤秀樹・久保 隆・葛西 智

(青森県農林総合研究セ ンター リんビ試験場県南果樹研究セ ンター )

E]ects oflncreasig the Number of Feather by Benzylaminopurhe oll Sweet Cherry Nursery Trees

l Wlth Reference to Concentratioll ofthe Chemical alld Response of Va五 eties

HideL KUDO, Takashl KIIBO alld Satoshi KASAI

(Kennan Frut Tree Reserch Center,Apple Experlment Staton,

AomoH PreFectual Agrlculture and Forestry Reserch Center)

1.は じめに

オウトウ栽培で初期収量をより多く確保するために

は、苗木の管理において日」梢の発生を促し側枝数を多く

確保し、花束状短果枝を多く着生させることが有効と考

えられる。オウトウ苗木に対する日1梢発生促進は、
ベン

ジルアミノプリン液剤 (成分 3%、 以下BA液剤)の効

果が知られている (米野ら
1))。 ここでは新品種を含め

た主要な6品種の 1～ 2年生苗木に対するBA液剤の副

梢発生促進効果について、処理濃度及び品種による反応

の違いを調査したので報告する。

2.試験方法

(1)試験区の構成

1)試験 1

2001年に、副梢発生の品種間差異を明らかにするた

め、6品種を供試し、処理濃度を変えて試験した (表

1)。

2)試験 2

2002年 と2003年 に `佐藤錦'と `南陽'を供試し、

高濃度処理した場合の目1梢発生促進効果を試験し|
(表 2)。

(2)処理方法

BA液剤の処理や栽培管理は試験 1、 試験 2と も以下

のように行つた。

BA液剤は主幹延長枝が30cm程度伸長した頃 (6月

上中旬)にハンドスプレーで葉から薬液がしたたる程度

に主幹延長枝全体に散布した。主幹延長枝と競合する強

勢な新梢は、散布時に基部 2～ 3 cm程度を残して剪去

した。主幹延長枝の切 り返しは 1年生苗では定植時、
2

年生苗では 3月 下旬にそれぞれ80cmの高さで行つた。

肥料は、有機入り複合化成肥料 (N:P:K=1068)を 、

1年生苗木に対しては定植約20日 後に200g/樹、 2年

生苗木に対しては 4月 上旬に300g/樹施用した。

(3)調査方法

試験 1、 試験 2と も、落葉後の12月 に副梢数 (長 さ
1

cm以上)と 副梢長、日1梢の発生位置、主幹延長枝長等

について調査した。

3.試験結果及び考察

(1)試験 1

目1梢数は各品種ともBA処理区が無処理区より多く、
さらに処理濃度が高いほど多い傾向にあつた。実用上必

要と考えられる副梢発生数 5本以上を発生させるための

処理濃度は、 `佐藤錦 '、 `紅 さやか '、 `紅秀峰
'では50

倍、`Jの しずく'では100倍、 `南陽'では25倍であつ

た。 `紅てまり'は 1年生では100倍 、 2年生では50倍で

あった (表 3)。 `紅てまり'の反応が樹齢で異なる理由

は明らかではないが、副梢数を確保するためには50倍が

適当と考えられた。品種別では `南陽
'の目1梢発生数が

少なかつた。

2年生苗木では副梢長の品種間差が判然としなかつた

ものの、 1年生苗木では `南陽'が短い傾向にあつた。

`南陽'の目1梢長が短い要因としては、樹勢等の生育状

況に品種間で大きな差が見られなかつたため、品種特性

によるところが大きいと推察された。

副梢の発生位置は、各品種とも主幹延長枝の切 り返
し

位置から30～ 40cmの高さに多く、品種や処理濃度によ

る差は明らかでなかつた。

(2)試験 2

`佐藤錦 'の副梢発生数は、2002年、2003年 とも処理

区間で差が見られず、処理濃度を高めても副梢発
生の促

進効果は見られなかつた。
`南陽'の副l梢発生は、2002

年では125倍、25倍の両処理区で認められたが十分な発

生数ではなく、2003年では各処理区とも無処理区
より多

かったが処理区間差は見られなかつた (表 4)。 副梢長

は、 `佐藤錦 '、 `南陽'と も処理濃度と一定の関係は認

められず、樹勢が弱いほど短い傾向にあつた (デ
ータ省

略)。

`南陽'の処理濃度について、試験 1も含めた 3カ年

の結果を総合的に判断すると、樹勢が弱
い場合は効果が

不十分な場合があるものの、50倍及び100倍
では処理効

果が低く、125倍 と25倍では処理効果に大きな差がな
い

ため、25倍が適当と考えられた。また、副梢を側枝
とし

て利用する場合、芽の充実とある程度の長さ
が必要と考

えられるので、副梢伸長促進のために樹勢を強めに管
理

する必要があると考えられた。

4 まとめ

実用上必要な副梢数 5本以上を発生させるため
のBA

液剤処理濃度は、`伽藤錦 '、
`紅さやか '、 `紅てまり'、
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`紅秀峰'では50倍、`Jの しずく'では100倍、 `南陽
'では25倍が適当と考えられた。
今後は `南陽'のように頂部優性が強く副梢の発生し
にくい品種に対する処理効果の促進技術や、副梢上の芽
の充実程度及び副梢長と翌年以降の花芽着生との関係等

について検討する必要がある。
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1の

供試品種

2001  佐藤錦、南陽、         1年 生  25、 50、 100倍   1区 10樹   2001年 4月 定植
紅さやか、紅てまり       1年 生  50、 100倍     1区 3～ 6樹  2001年 4月 定植
」のしずく、紅秀峰、紅てまり  2年生   50、 100倍 1区3～6樹  2000年 4月 定植

注)表 1、 2と も台本はすべてアオバザクラとした。

BA 樹

佐藤錦、南陽 2年生 125、 25. 50ffi 1区 10樹   2001年 4月 定植
佐藤錦、南陽 1年生 125 25.50{8 1区 3～ 5樹 2003年 4月 定植

冨J

濃度 (本/樹 ) BA散布時  落葉時  平均値Z(cm)

1年生 佐藤錦 25倍
501音

1001ま

無処理

107
66
2 1
00

97
88
158

28.6
29.3
23.7
26.2

82 1
75 1
92 8
98 4

32.6 (0.37) '
33.8 (0.26)
29. 1 (0. 46)

1年生 南陽 倍
倍
倍

56
18
10

83
62
45

62
6 1
127

30.9
34 3
37 5

89 1
98 0
96 6

36 2
36 5
41 3

0.27)
0 16
0 21
0 16無梨11里          0 3       67 4          35 2       98 6      34 6

1年生  紅 さやか  50倍     60   192    40.0   992   442
roo#

0 22
0 19
0 15

30     144 42 3       96 6      45 3
無処理    07   183    338   1079   229

1年生  紅てまり  50倍
100倍
無処理

29 7
35 9
41 7

48 4
44 0
47 5

104 8
106 8
107 0

37 8
316
30 1

0 40
0 33
0 35

2年生 90
87

19 7
26 3

318
33 3

108 5
114 3

27 4
312

Jの しずく 50倍
1001自

0 36
0 32
0 10■FttL退2          2 7       56 5          32 0      126 2      40 0

2年生  紅秀峰   50倍      87   256    332   1050   340
1001ま

033)
0 22)
0 22)無処理    38   497    382   1148   39.1

2年生  紅てまり  50倍      58   18.1    417   987   40.1
100倍     38   327    35.5   905   347

3 7       43 3 36 7      117 5      38 0

無処理     32   408 36 4       87 8      32.8
Z 
主幹延長枝の切り返し位置からの高さ
Y ( )内

は変動係数

(樹齢 ) 濃度 副梢数 (本/樹) 平均副梢長 (cm) 副梢数 (本/樹) 平均副梢長 (cm)
2002   125倍
(2年生)  25倍

30
30

504音            5 8

501監             9 0

無処理       06      424            00        -
2003       12 51音             9 2            8 3                     3 0              5 6
(1年生)  25倍       96      75          36       49

92
140
22 9

17
03
00

24
04

116
163

96
35 5

18 1
00        -無処理
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